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縄文人の集団間の移動を 
ストロンチウム同位体比から調べる

日　下　宗一郎 
（東海大学・海洋学部・海洋文明学科）

1．縄文時代の古人骨と抜歯風習
縄文時代人は、約 16500 年〜 2300 年前の日本

列島に居住していた人々です。稲作農耕を始める

前の時代で、狩猟・採集・漁労をなりわいとして

いました。彼らは竪穴建物に住む定住的な暮らし

をしていました。森林からはクリやドングリと

いった堅果類を採集して貯蔵していました。また、

弓矢や槍を用いてニホンジカやイノシシなどの陸

上哺乳類を狩猟していました。沿岸部では、魚や

貝をとって食べていました。それらが捨てられて

堆積した貝塚遺跡からは、多様な魚貝類の種類が

見つかります。また、縄文時代人には貝塚に亡く

なった人を埋葬する風習があり、土壌が貝殻のア

ルカリ性になることで、保存状態の良い古人骨が

貝塚から多く見つかります。

貝塚遺跡から発掘される縄文時代の古人骨は、

当時の生活を知る上で貴重な資料です。人の骨を

見ると性別や死亡した年齢が分かります。歯が

残っていると、虫歯や歯周病などの跡を観察する

ことができます。また、副葬品や埋葬姿勢などを

検討すると、当時の埋葬に関する風習を検討する

ことが可能となります。

古人骨に見られる社会的な風習として、生前に

人の歯をわざと抜く抜歯風習があります。抜歯風

習は、縄文時代の後・晩期（約 3100 〜 2300 年前）

には多くの個体が行っていたため、成人儀礼であ

ろうと推定されています。

抜歯風習の中でも、前歯のうち、下顎の切歯を

抜く人と、下顎の犬歯を抜く人がいました。人に

よって歯を抜く部位が異なることは、縄文時代の

社会の中における何らかの個人の役割を表してい

た可能性があります。考古学的には、切歯を抜く

人が副葬品とともに埋葬されることが多かったた

め、集団の在地の人で、犬歯を抜く人が移動して

きた人で、この在地者と移入者が結婚したことを

抜歯が表していると考えられてきました。このよ

うな過去のことに関する仮説は、様々な観点から

検証を加えることが必要です。そこで、同位体分

析の手法を用いて、仮説を検証できないかと考え

ました。

2．移動を調べるストロンチウム同位体分析
この問題に対して、検討を加えることができる

のは、ストロンチウム同位体分析という手法です。

ストロンチウム（Sr）はアルカリ土類金属で、2

価の陽イオンとなります。生物の必須元素ではな

いのですが、生体のうち骨や歯に多く含まれてい

ます。地球化学の分野では、環境の中で地質によっ

てストロンチウムの同位体比に変動があることが

知られていました。これは場所によって、同位体

比に違いがあるということです。また、生態系の

中でこの元素も循環をしています。岩石が風化し

て Sr が環境中に供給されます。水に溶けるので、

植物や動物が吸収します。人も水や植物や動物を

摂取するので、Sr を体内に取り込みます。炭素

や窒素の同位体と違って、Sr の場合は食物が取

り込まれる過程で同位体比の上昇が生じません。

そこで、ある地域に生息する生物は、その地域の

地質に由来する Sr 同位体比を示すことになりま

す。このことを利用すると、地質が異なり、Sr

同位体比が異なる場所の間を生物が移動すると、

その生物の体組織の同位体比を測定すれば、移動
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した個体を検出することが可能であることを示唆

しています。地球研には、Sr 同位体比を測定す

ることのできる大型の装置があり、これを利用し

て古人骨のストロンチウム同位体分析を行うこと

にしました。

研究の対象にしたのは、愛知県の南部に位置し、

三河湾の沿岸にある貝塚遺跡です。縄文時代の後・

晩期の吉胡貝塚からは多数の古人骨が出土してい

ます（図 1）。この遺跡から出土した古人骨には、

抜歯風習を観察することができます。そこでこれ

らの遺跡を研究対象としました。

人の移動を検出する前に、まず環境中の Sr 同

位体比の分布を調べることにしました。これには、

現代の樹木の葉を集めて、Sr 同位体比を調べま

した。その地域の生物が利用している Sr の値を

知る必要があったので、動物と違って動くことの

ない植物を用いました。遺跡周辺から 5 kmメッ

シュを基準に多くの地点から植物の葉を採取しま

した。分析には植物の葉を燃やして灰にして、塩

酸で溶かして、いくつかの手順で分析することで

Sr 元素を抽出します。そしてその同位体比を質

量分析装置を用いて測定しました。すると、植物

の Sr 同位体比には地域差があることが分かりま

した（図2）。とくに三河湾の北の地域で値が高く、

南の地域で値が低いことが分かりました。同位体

比の分布の違いを示す地図のことを、同位体比地

図と呼びます。この地域差の解釈のために、この

地域の地質図を検討すると、北の地域が火山性の

地質から成っていて、南の地域は堆積岩や石灰岩

などから成っています。同位体比地図と地質図を

比べてみると、地質の違いに応じて、環境中の

Sr 同位体比が異なっていることが推定されます。

地域によって値が異なることは、Sr 同位体分析

によって、この地域で生物の移動が解析可能なこ

とを示唆しています。

3．移動していた縄文時代人
そして、古人骨の Sr 同位体比を測定しました。

古人骨の場合は、肋骨と歯のエナメル質を分析に

用いました。歯の表面に見える白い部分はエナメ

ル質と呼ばれるとても硬い組織です。歯は子ども

の頃に形成されます。歯が虫歯になって削っても

再生されないように、歯のエナメル質は成人後に

作られることがありません。歯のエナメル質は子

どもの頃に摂取された食物から合成されていて、

その Sr 同位体比は子どもの頃に住んでいた地質

に由来します。いっぽうで、骨は、骨折しても治

るように、破壊と再生を繰り返していますので、

成人後に住んでいる場所の値を反映しています。

また、歯のエナメル質は有機物が含まれずとても

密な組織であるために、埋葬中に地下水の Sr が

混入してしまうことがありません。しかし、骨は

多孔質なため、地下水から Sr が混入してしまう

特徴があります。

骨や歯の分析のためには、デンタルドリルを用

いて約 3 mg の粉末試料を削ります。そして植物

の場合と同じように、Sr を抽出して同位体比を

図 1．吉胡貝塚から出土した人骨（復元模型）
図 2．�吉胡貝塚周辺の Sr 同位体比地図（赤色が同位体

比が高く、緑色が低い地域）
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測定しました。その結果を図 3に示しています。

吉胡貝塚から出土した人骨の Sr 同位体比は、大

きな変動を示しました。とくに歯のエナメル質の

同位体比のばらつきが大きいことが分かります。

このことは、子どもの頃に、他の場所に住んでい

た移入者を含んでいる可能性を示しています。骨

の値をみてみると、変動が小さいことが見てとれ

ます。骨は遺跡の地下水の影響などで、その値が

生前の値から変化している可能性もあります。

ここで、縄文時代人の食資源を考えると、大き

く分けて、陸上資源（植物と陸上哺乳類）と海産

資源（魚貝類）があります。陸上資源の Sr 同位

体比は、現生の植物の値を参考に推定しました。

吉胡貝塚の周辺の植物の値は低い値を示します。

いっぽうで、海水の Sr 同位体比は 0.7092 という

一定の値を示し、海水から Sr を吸収する海産資

源も一定の値を示します。縄文時代人の食物の

Sr 同位体比はこれらの値の範囲だと考えられる

ので、その範囲を在地の値の範囲と推定しました。

すると、骨の値はほとんどその範囲に入り、成人

の頃に住んでいた場所の値であり、また地下水の

影響などもあるため、その範囲に入ると考えられ

ます。しかし、歯のエナメル質の同位体比をみる

と、その範囲に入る個体と、範囲から外れる個体

がいます。これは何を意味しているのでしょうか。

歯のエナメル質の値が、在地の値の範囲に入る

個体は、子どもの頃も吉胡貝塚に住んでいた個体

であることが推定されます。このような個体は集

団内における在地者と呼びます。ほかに在地の値

の範囲から外れる個体が見られます。このような

個体は、子どもの頃に吉胡貝塚以外の場所で生活

をしていた個体であり、集団内の移入者であろう

と推定することができます。とくに、植物の値か

ら作成した Sr 同位体比地図を見てみると、吉胡

貝塚のある渥美半島や浜名湖周辺で同位体比が低

く、北の地域で値が高いことが分かります。吉胡

貝塚の移入者は、北の地域で生まれ育った可能性

があることが示唆されます。

そして、性別ごとに見てみると、男性にも女性

にも移入者が含まれていることが分かりました。

縄文時代には男女ともに集団間を移動していたよ

うです。また、抜歯のグループごとに見てみると、

切歯を抜く個体と犬歯を抜く個体のどちらのグ

ループにも移入者が含まれているという結果にな

りました。考古学的には切歯を抜く個体が在地者

で、犬歯を抜く個体が移入者であろうと推定され

てきましたが、Sr 同位体比からはどちらにも在

地者と移入者が含まれている結果となりました。

歯を抜くパターンは、人の移動とは対応をしてい

なかったようです。

4．おわりに
このように、古人骨の Sr 同位体比を測定する

ことで、過去の人の移動について調べることが可

能となります。亡くなった人の骨は、個人の来歴

について話すことはできませんが、その同位体分

析によって過去の人の移動について雄弁に語らせ

ることができます。このほかにも、古人骨の炭素

や窒素の同位体比を測定すれば、過去の食性を調

べることが可能ですし、動物骨の炭素同位体比を

分析すれば過去の古環境を調べることが可能とな

ります。これからも、さまざまな元素の同位体を

用いることで、過去の人の歴史について詳しく明

らかにしていきたいと考えています。

図 3．�吉胡貝塚出土人骨の骨成分と歯のエナメル質の
Sr 同位体比
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